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越後地主と北越殖民就

「北海道地主」考察の一駒

山 本 敏

はじめに

　　わが国における大土地所有の多くは，土地兼

併の形をとって発生したのであるが，北海道に

おいて発生した大隠ヒ地所有は，明治政府の採っ

た蜜有未開地処分の方式に．よるものが大部分で

　あった。その営利主義的な，そして士族授産的

　な特徴によって，日本地主側の中に特殊な位置

を占めている弗海道の大土地所有は，大体にお

いて日本資本主義の原蓄過程の中に生僻したも

　のである。すなわち，1886年（腸治19年目のr北

海道土地払下規則」，1897年（明治3◎年）め「北

海道国有未開地処分法」及び1908年（明治41

年）の同法改正の3法によって無償貸付附与さ

れた重土i也をよ，　1886杢1三ヵ、ら1928年　（昭和3隼）

　までに135万町歩，無償嗣様1）に払下げられた

一土地は164万町歩，合3i’299万町歩に上ってい

　る02）

　　これら大地盆の所有農地は，空知地方の数字

を見ると3），今次の農地改革までにその59％は

すでに解放されており，ことに撰有面積の多い

もの程早くに解放されていた♂）この数字の中

から大学農場の分（栗山町1，025町歩，幌加内

村1・210町歩）を差引くと，67．4ク6は農地改革ま

でに癬放されたのである。すなわち，これらの

大地主は，太平洋戦争終結に到るまでの日本資

本主義の発展過程のなかで，ついに自ら資本家

的経営として立ち得なかったのである。

　これらの大土地所有はそのほとんどが小農経

営に任せられ，団地G）をなしているのをその特

徴とする7）。ここ1こ採上げる北越殖民冠もその

例外ではない。竜つとも北越殖民社（江別市野

幌）は，赤心社（藤高困萩伏村）とともに，こ

うして生成した大農場の中で，今次農地改革の

時期まで会社としての組織を持続し，汗模範的

経営」を謳われた数少い事例である。いまわれ

われは，北越殖罠社生成60年の跡を検討する

ことによって，北海道における大農場の生成と

消滅とを考察するための一節にしたいと思う。

発生の時期も場所も，そしてその素因も異にす

る数多くの北海道地主の中から，われわれがと

くに北越殖民歎を採上げた所以は，岡社の保存

資料（但し小作入側のものはない）がいま求め

られる限りで最もよく整っていることと，関矢

塞知支庁管内大地主の心向5）
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夫姿の筆になる比類なくすぐれた「野幌部落

史」とによって，また最近の事実についてはわ

れわれの野地調査によって，その生成から消減

までの過程を州貫して考察できると考えたから

である。開拓使設置以後太平洋戦争終結まで

に，北海道において生成し，あるいは消滅した

大土地所有（または大農場）の一般的な類型を求

めようとするみらば，北越殖民社を採上げるこ

とが鍛も妥当だとは必ずしも言い得ないであろ

う。しかしながら，現在の段階では，それぞれ

の大農場にある欄々の史実を掘り起すという仕

事が，まだ十分にはなしとげられていないと考

える。むしろ，ほとんどその端緒についたばか

りだというべきではなかろうか。　　　　臼

ユ）1，000坪につぎ1円。

　2）　所謂「北海道地密」の多くが，東京及び

　　府県飛駅の華族，富豪による不在地密であ

　　つたことの所因もここから弓1き繊される0

　3）窒知地方は不在地主が81％で，最も高率

　　を示しており，所謂「北海道地主」の動向

　　を把らえるもに最も恰適である。

　4）　農地委員会窒知連含会「即知農地改：革

　　史」1950年，90買以下。

　5）　岡上及び北海道庁産業部「農場調査」

　　1930隼6月によ　リィ乍成0

　6）．1戸分の［露地は普通5町歩で，農業経営

ド　1戸当りの経営面稜としては必ずしも大き

　　なものではなかった。土地の処分は，団地

　　を区分することによってある程慶の村落計

　　画を遂行しつつ行われたのである。

　7）　北海道「北海道農地改革史」上巻，1953

　　年，5頁。

　　1窮乏化する越後の農民たち

　・エ873隼（関門6年）の地租改正を基調とする

・資本の瀕蓄過程と，さらに，松方財政によって

　進あられた産業資本確立過程とを通じて，自作

　小農民は土地から離脱して失業潔若くは半二業

　者へと転落し，歴史的な臼本の檸滞的，潜在的

　過剰入口を形成した。北越殖民社創立期の越後

　農鼠の状態もその例外をなすものではない。

　　菊潟県戸数30万戸，人口170万入（1889年

　瓢開治22年現在）の肉訳は次の如くなってい

筋

る。1）
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　農業入口は全入口の70％（戸口においては

全戸数の69％）を占め，その内訳は次のごと

くなっている。2）
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　ここに離業農家といえども，魚脳車ヲ挽キ
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ノ糊ロヲ支へ兼ネ候薪三二皆∫蓮ナリ」3）という

状態であった。とくに，兼業農家の労働市場は

ますます狭められてゆく傾向にあった。次表に

見る通りである♂）
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営駅支をみると5）平均1戸当り農家負債が9円
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り　　　り　　　び　　　り　　　お　　　り　　　リ　　　サ　　　リ　　　　

8厘，G＞農耕作業入夫賃1B男13銭，女7銭で
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農家戸数の旨小作別
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あったから，その負債がギ掛額をはるかに上廻

っているはずの中小農以下の階履にとって，こ

れは容易に拭い去り難きものであった。

　一方，耕地の大地主への集中はどのように行

われたか。その趨勢を次表によって見ることに

する。すなわち，土地の大地主へ集中化の傾向

は，この頃から一貫して続けられてき『たのであ

る。こうした土地の大地主への集中化は，良作

小農民の就業率をますます不安定なものとして

いった。
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　　　「郷里では支反歩田嫡を旦那様から借りるの

　　に年貢の外に来鶏，田打，田擁，肥配り等に出囁

　　ねばならん。朝飯は自分の家で済まし，2食

　　はその家で食べき巷てもらうが少なくと電銀

　　に3日は出た。つまり，1反歩借りるのに，

　　5コ入3俵の外に3日の手聞で，野州は高い

　　ものだった。だから，いくら稼いでも土地を

　　買うことなんか及びもっかなかった。借りる

　　時には，曽爾エ反歩に25～26円から35～36

　　円の敷金を出さねばならなかった。こういう

　　風で，土地がほしくて北海道へ来た……」7）
　　　　　む　　　り　　　り　　　り　　　り　　　む　　　り　　　り　　　す　　　る　　　　　　　　　　　り

　　土地獲得に向けられた漸る已み難き越後農民

　のエネルギーこそ，大橋，関矢等『）による北越

　殖風の企劃に乗じて，野幌原野の開拓を遂行し

≠　た蓋ホ的要素であると言わねばならない。

　　1）　河野常吉r薪潟県産業調査書」（稿本）　　．

　　　1889年よ　リ国記Elo

　　2）　「司上

3）大橋一蔵外「移毘ノ義二付言」，1886年4

　月北海道長官岩村通俊宛のもの。

4）　1）に「開じ0

5）藷潟県「農；事調査書」，1888年G焦定）を

　河野，葡浄書より孫蟹して作成。

6）　　発言易些ミ全平打ヨ，　1888孟答　（明21）　度。　い河

　籔，前掲書。　　　　餅　　　ズ

7）　北越殖浅社小作人孚氏（三島村田身）談。

　野1幌部落会1’野幌部落琴匙」1943年よ　り集録。

　筆者もまた，1952年6月の現地日程に堆い

　て，聖域祉小作人たりし古老から岡三の談

　話を得た。添点筆者0

8）　北越植畏社の指導者たち・後馬。

2　北越殖民紅の創業に結集し

　　たもの

　越後農難の土地に磐する欲望にマヅチしたの

が，大橋一蔵等北越殖渓教指導層の悲海道開拓

に．対する志向であった。

　ここで，町立期の北越殖艮社の積極的な指導

者であった大王一蔵について簡単に述べる。、彼

は，南蒲療郡下旧暦小浜察沢海領の代富大橋彦

蔵の長子として生まれ，17歳の晦上京して剣欝

を学び，帰郷後，岡榔のr志士！片桐省介の影

響を受けた。25歳で再び上京し，陶竹野に入つ
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た。

　「同窓の友人，慷慨の士多く，就中，九州の

　人益田二方と刎頚の交を結ぶ。当馬，二三の

　業縫に緒に就きたるも，内政は当路者の専横

　に悩み，三州不平の声に充ち，外交は機宜を

　失し，圏権萎縮，外入の抜愚櫨しく，征三論

　の弾圧以来国論沸騰，朝野騒然たり。この時

　に当り，四坐憂国の翌惰禁じ難く，書を樽国

　並びに島津左府に上りしも顧られず，蝕にお

　いて醤方に奔走し，岡憂の志士各藩の先輩を

　歴訪し，肺肝を披凹して討論釜らざるなく，

　偶々前原荊参議の意見頗る聴くべきものあ

　り」1）

　かくて彼は，前原一誠事件に連座，終身懲役

の判決を受けて，1876年（明9）市グ谷に下獄

した。1881年特赦を愛けて帰郷するや，当時北

魚沼郡役所（在小千谷）を中心として起ってい

た「時流目引論矯激軽四の風を憂い，国体を宣

明し，忠孝を二次せんとする運動」が，永山照

知事，松方伯等の助力を得て明上土の設立とな

るに及び，彼はその初代校長に推された。しか

し，王885卑（明18）職階が県立となったので，

学校を後輩に托し1自らは北海の開拓に乗出し

た02）彼が北海道開拓に．着手せんとした動機と

して，北海適の軍事的性格についての彼の認識

を挙げなければならないげりこのことは，獄中

に，おける建言書r守ll｝llと開拓」の中に一貫して

見られる。

　1884年（朋17）8湾，最初の現地予備調査を

遂行するに当って，彼は次の入々と提携．した。

　関矢三座衛門（北魚沼郡並河村の郷士。大橋

　　と政治的見解を均しくしていた）

　三嶋億次郎（畏日野のミ知嚢ノ黛として有名

　　だった）

　岸　宇吉（唐物商で，越後の銀行，石油，鉄

．道，製糸，養蚕等を支配する）

　笠原格一（後に文平と改む。代々の呉服商）

　ここで注目に値するのは，岸との提携である

それについて関矢は次のように述べている。

　「北越殖鼠：祉の北海道開墾1こ．従事す番や，大

　橋一蔵殿表面其周に当れりと難も，金穀を供

　給し，祉員を選ぶに当りては，皆老兄（岸宇

　吉）の方’寸に出でたり……」4）

68

　この事実からわれわれは，ひとり越後人士の

志士的気門によってのみ北越殖民社の事業が遂

行されたのでなく，越後地主を背漿とした資本

の力がこの事業の後に絶えず運動していたこと

を理解するのである。5）’

　北越殖民娃の事業開始に当って3集った資金

は次めごとくである。

氏　名細金｝所　在雁有器

笠原絡一
岸　　宇吉

小林伝作
大橋一蔵
闘矢孫左衛門

山　口　万吉

三島億次郎

遠藤亀太郎

早川和中二

五井’伊次郎

渡辺清松
小州二二
高里蚤徳平

　　　
14，800南蒲原郡野営町

5，500

4，500古志郡長岡町

4，10α

4，200⇒ヒ魚沼顯ぢ皿F条町

4，200古志郡長［周町

2，800古志郡長岡町

2β00三三縫ジ三才津村

1，000

1，000

4，100

2β00

200

南蒲原郡四ツ沢
村

古志郡十田町

古志郡長岡町

古志郡長岡町

…ゴー ~
4，738

24，418

22β08

8，968

5，583

65，438

7，065

　（？）

4，978

9，635

10，965

不　詳

　　13名

　はじめ，大橋等の企図したのは，県下の大再

主，大資産家を広汎に糾合することであった。

しかし，北海避の山勘はまだ，それほどの資牢

を招くに足るだけのものにはなっていなかった

ので，前記13名の出資を得るに止まった。集ま

った13名の出資煮は，前表に搾る通窮そのほ

どんどが地主であり，長縄銀行の役員若くは客

員であった。このことは，北越殖概総資本を性

格づける上で最も大きなメルクマールとなるで

あろう。すなわち，長岡銀行をとりまく越後地

主を基盤とした商工業資本（岸，笠漂）が，志

土的気慨（大橘，関矢）と結びついて北海道の

開拓｝こ流出したのである。そして，その背禦と

もなり，口口ともなっていたのは，越後地主分

土地兼併過程の進行とともに，いよいよ窮乏化

して行った農民の姿である。

　1）　嬰姻「大橋一蔵遺稿集」略伝。

　2）　　墾予1院部落：会　ギ狸｝i匡晃部落史」　エ947年，290，

　　291頁。



3）　ロシアの使節ラヅクスマンが根室に来航

　したのは1792年（寛政4年）である。その

　後，とくにクリミヤ戦争に敗れて後のツァ

　リズム・ロシアが，西欧列強との勢力均衝

　（Balance　of　power）を基調とする外交政

　策＝帝政ロシアの東漸政策を以て，品コラ

　イエフスクの鎮台をポシ晶相ヅトに移すな

　ど，わが園の北辺に圧力をかけてきた。幕

　末の域族的危機のなかで，まだ全く原始的

　な巌業構成のままであった北海道に，移民

　開拓政策が大きく採り上げられたのは，主

　として北辺防備の軍事的必要からであっ

　た。

4）　追弔認「岸字吉翁」長岡，六十九銀行篇

　中，関矢孫左衛門「思い梅」。

5）　本表の中，禺資金については，「第一北越

　殖民社記録」により，その所有地価につい

　ては，藤井慎習編「新潟県地価持姓名録」

　1892年2月桜井書店（新潟）発行によつ

　た。但し後者は，1892年（明25）1月現在

　の調査であるから，出口当時と約5年の閉

　きがある。なお，岸田富，大橋一蔵の両名

　がこの姓名録に載るほどの地価を所有しな

　かったことについては，煎述のことから容

　易に類推される。

3　土地彿下の講願

　愈々業を興すに当り，大熊等は次の如き言青願

書Dをコヒ量簾道長宮看こま是出した。

　　　　　　移民心掛二．付瀬

　私葉県岡志ノ者串合セ，当道中適当ノ地ヲ

相撰開墾二従事屈辱／セ2胃腔以上ノ農筏ヲ移

住為致，一雨以当道ノ隆盛ヲ企図シ一曲以テ1

県地ノ窮践ヲ救助仕度計碩罷蕉候処，元来我

新潟黒ノ情況ハ人口170万余，此内農業二従事

旧居二者男女83万余人，国威反別22万9千

町歩平均1入二付2反7寸歩余二相当仕，之

ヲ耕ス表多クハ小作人ニシテ収穫汎論過半ヲ

地主二言メ余ス所ハ僅々ノ所得ナレパ到底農

業ノミヲ以テー家ノ生計ヲ立ルニ足ラス，於

超：三二イ、車ヲ挽キ或1ハ馬ヲ駆り墨ヲ戴キテ出

テ月ヲ踏テ帰り，孜々汲々労働ヲ尽シテ尚且

余震無之，僅カニ1日ノ糊ロヲ支へ兼ネイ渓者

致処皆是ナリ。現今猶如此，況ンや漸次舟車

鉄道等油日候テハ，右等ノ余業ハ随テ滅シ窮

迫ノ〉醸二益甚敷，今日之力毒ヲ為ナナレハ終

二救フヘカラナルノ窮随二陥ルモ難図｝奉存

候ユ付テハ，此窮民ヲ沃野千里入燭稀少ノ当

道二移シ候・ソ・，最モ両全ノ策ト奉存候。縮

其墾成地ハ1町歩ヲ得レハ其5反歩ハ地主，

5反歩ハ小作人ノ所有｝ナスノ約束ヲ結ヒ，

此ノ細民モ遂ニハ地主トナルノ幸：福ヲ得ルヲ

楽シミ，辛苦労鋤モi「i二倍シ，出軍三ノ年二至

り候テハ．卜分ノ結果ヲ得可申｝確信罷寵候テ

モ，尚郷里二恋々シ之ヲ去ル能ハサルノ情有

之，有力考二於テ日別旧記三助ヲ不抑シテ之

二資力ヲ貸与スルノ計掴モ仕1艮へ共，又計算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
上州ク困難ノ事情有之，｝穎ル鷲慮罷御蒲事二
き　　　む　　　の　　　り　　　の　　　　　　　リ　　　ロ　　　る　　　め

御座候。

就テハ兼テ移住民エハ渡航費鎗二小屋掛品等

御記高覧山下御成規モ被存在候得共，一々窟

ノ御手数ヲ蒙り候テハ深ク恐入三儀川付，船

賃，小屋掛料其他ノ雑費ハ総テ私共二二テ相

弁置可申二付，移民着籍ノ獄1戸二付金50円

ノ割ヲ以テ右心論及小屋掛料トシテ被仰付

度，且戸数4百二相満チ，平均1戸3町歩ノ

地ヲ墾成仕候上ハ更二1戸二付50円ノ割ヲ

以テ10ケ年間無利子御貸下仰付候ノ）、，斯

々当道ノ隆盛モ期シ得ヘク，又窮民救助ノ素

志モ達シ得ヘク，労々以難有仕合セニ奉存候。

尤モ右御酒下金二対シ候テハ，確実ナル抵当

隔上納可仕ハ勿論，畑路排水渠一切御記ノ御

手数ヲ煩ハシ奉ラス，誓ツタ’成功可仕候悶，

何卒右願意寡聞脚病成下度此段奉懇願候也．

　琶穏治19釜に（1886年）4月

　　　揃潟県南蒲原郡詣出村第44番地

　　　　　　　平民　大橋順一郎　㊥

　　　聞県岡郡3条壱之町第50番地

　　　　　　　平民　笠　原　文　平　㊥

　　　同県同郡下島村第1王番地

　　　　　　　平民大毒一蔵⑳
　北海道庁長官岩村通俊殿

窟による移住の保護奨励は，それまでにも多

くの例があった。「開拓使移住農罠給与規則」が
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それであり，三山一局瞳代の「北海道転籍移住

者手続」2），「北海道三二移住士族取扱規則」3）が

それである。大橋等の「移住疑ノ義二付願jも，

これらの前例に模したものであった。

　開1石イ割判代の北海道移三一拓殖において，屯

田兵とともに重要な位置を占めたのは，主とし

て敗戦諸藩の下級武士団を以て構成する士族集

団の移住である。早くに入植した奥羽連合諸藩

の士族開拓が姥較物好首尾に進行したのに続い

て，名古屋藩，dJ口藩等の藩主直営農場をはじ

め・開逢学究（石階渡島）・赤心社（日篇）等

の設立を晃た。士族の移住には，政府の士族授

産対策の一環として多くの保護が一与えられた。

これらの下級士族は，この時期の北海道移住：斑

の約5割を占めていた。他の大きな移出堅肥源

は，1873年（明6）の地租改正以後原蓄過程に

急行した日本型本主義によって土地を追われた

窮乏農民である。

「土地から遊離せしめられ，駆遂されてゆく窮

迫門門層は，非農業的失業入羅たる二級士族と

ともに，恰好の移斑送出源たり得たとしても，

この時期はまだ分解の端緒の時期であったし，

また農耕の伝統を欠き，自然条件の酷烈な北海

道農業の先駆潜たらしむるζこは，彼らは余りに

も劣弱な経営奮であった。他方において彼らを

労働者7臓Σ小作入として充用するだけの艮問資

塞の形成はまったく不十分で．！ねあった。それ

にもかかわらず，麟防を基調とする北海道移民

政策を採る畷治政府は，自らの財政的串礎の脆

弱さをもかえりみず，これらの下級士族及び窮

乏農民たちの移罠定着のためにカを注がぎるを

得なかったのである。当燈の北海道が，「葭由

な辺境」であったかどうかのは，それだけで一

つの大きな論題であるし，ここでは論じ尽すこ

とができない。ただ，ここで書っておかなけれ

ばならないことは，惑欝の臼本はそれを「自由

な辺境」として利用するだけにブルジョア的な

発展を遂げてはいなかったということである。

　その後1886年①胆9），北海道庁の設置とと

もに，従来の直接保護豫：策は「有資力の肖由移

艮の自注を待つ」という聞接保護二二に一大転

換を行った。の時の長官岩村通俊の欝嚢ミ7）に次

のような一簸がある。
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　「移住民を奨励保護するの道多しと錐も，演

　航費を給与して内地無頼の徒を多く招募し，

　北海道を以て貧民の下記となすが如きは策の

　宜しき者に非ず。……自今以往は貧民を植え

　ずして冨属を植えん。これを極言すれば，

　入日の移住を求めずして資本の移住を是求め
　き　　ゆ　　サ　　リ　　　　　り　　む　　む　　む　　ロ　　　　　ご　　む　　む　アお　　リ　　ロ　　リ　　タ　　　

　んと欲す。」
　り　　の　　の　　　

　拓殖政策転換の意味するものは，188G年（明

13）以来のデフレ政策を通じて源蓄過程を経た

資本が漸く産業資本としての体をなしはじめ，

「本道の開墾事業に対してもまた企業的意志の

漸次的勃興を見るに到ったS刀　ということであ

る。

　さて，北越殖浸筏の請願は，かかる政策転換

の年に遭遇したので，r特別の詮議」を経て異例

の許可を受ける迄には尚幾多のII麺折があった。

この異例は，岩村長宮の二二からの電報指墨と

いう形で行われた。それは，岩村長官が大矯等

の志士的意図を知っていたからでもあるが，ま

た同時に，道庁の資本家招致策のあらわれでも

あった。

．この請願のなり行きを関矢の日嗣から拾って

みよう。9）　　　　　　　　　　　　’

　rリヨ諸口19＝年こ7得31E1

　本庁へ蹴頭ス，勧業課志賀氏二二接ス，曽

テ出願ノ書置i二二長目ヨザド命ノ次第モ有

之，修正増加ノ件即別紙ユ1葛クル要項ヲ挿入

シ・所轄庁ヲ経テ差咄スへ劃。俵テ本紙

1通一先ソ目附ト其要項下ノ如シ

王、地所ハ成功ノ上無代償ニテ地券被下押坪
　　　　　　　　　　　　り　　り　　り　　り

　数1戸1万5千坪以内ノ際的ヲ以テ先ツ貸

　下相成度旨ノ事

1、前項ノ土地ハ願人二二テ撰定シ其割渡ヲ

　願出指揮ヲ可藷旨事

1、以上ノ要素ヲ願書中二修正増補ン，翼嵩

　管轄庁ヲ経テ願出スヘジ。且願人ト移住潜

　トノ問二約束スへ届熔規約ノ・難際調査シ

　木願二二テ認可ヲ可請旨ノ事

　試漕ヲ領シ薩チニ本国二二奢へ照会シ，追

テ出願可仕出ヲ述へ退り…∴

野幌農場は，北越殖民社事：業の拠点であっ



た♂0）それ故に，開拓は慎重な考慮と綿密な讃

画の下｝こ進められた。1886年（明19），北越殖

民社創立，越後村開村の直後，附近の踏査が行

われた♂1）さらに試墾係大橋順一郎，大河原文

蔵は，｝マンペソロに到る踏査を行った。12）こ

の踏査の後，惣代大橋一蔵は，笠原文平，岸宇

吉，平田類右衛門，三嶋億次郎と連名で次の如

き願書を北海道庁長官岩村通俊宛に・提幽した。

　　　　　　地所御貸下願

　石狩礪札幌郡江別村ヨリ御零万溺由海

　　里林叢原野　但製紙見叡翻添

　右地所ホ薙閣令策16号粉及本庁御3i違遵奉

シ，明治2G年5月ヲ期ン移住応募蒋2百戸

ヲ転置シ鯨ラ開墾仕度候間渠「囑諏地所ノ内御

測量ノ上御貸下ケ被成下度奉願上候。獅許可

ソ上ハ直二本年ヨジ着し手家屋建築シ夫々準備

仕度候二野何卒速二村落宅地ノ布置等御検定

被成下度此段併セテ八重願ll果樹。

　この願書は，北海道土地払下規則ri＝1の例外規

定1つ「盛大ノ事業ニシテ豊ヒ制限外ノ上地ヲ要シ

其目的確実ナリ｝認ムルモノアルトキハ特二其

払下ヲ為スコトアルヘシ」の適用を受けて貸下

許可となった。

　わ　「野幌部落史」45頁所引。添点並びに句

　　読点筆者。

　2）　崖883年（明16）4月24日，太致’宮布達

　　第4号

　3）　　1883年3月発布，　岡年8月ヵ絃行0

　4）　　西∫踊秋凝嚢，　「オビ海道農期…めヲ影成」，　農業発

　　達史護i査会編「田本農業発達史」第4巻，

　　1954年11月，　556頁〔所引。

　5）　西川氏は「墓本的には封建的土地所有に

　　とらわれないで，凝自歯ミのうちに存在して

　　いた北海道の広大な土地は田本資本滋義に

　　とってのミ辺境弐として，農業における資

　　本密義の膚由かつ急速な発展に役：立ち得る

　　条件をそなえていたとしている。前掲書

　　557頁。　この点については，斎藤仁「辺境

　　地方のいみにかんするメモ」（農棄総合研

　　究所堆ヒ海道コミニ所石斧究速報，　第8号，1954奪二

　　8弼所堰）を参覇のことρ

6）　　安匿…葦隻…次貰β　「⇒ヒ海道移艮政策史＿1　203頁

7）　1887年5月，郡区長会議における岩村長

　宮の施政方針演説書。添点筆者。

8）　薪撰北海道史，第4巻，72頁。

9）　大河原文蔵他北越殖民社試墾係「草禽順

　記」，1886年6月7日
　　　　　　　　　　　　　　おモきない
10）　前後して越後村の開村と，晩生内の顯地

　とがある。

11）　・関矢孫左衛F弓　「謬ヒ征条1£録＿｝，　1886年7月

　31日
12）　9）に二同じ0

13）　1886年6月発布，「北海道土地払下規則」

14）　北海道における大土地所有の形成には，

多くの場合｛列外規定が最火限に妙用された。

4　嘉島属とその「申合規則」

　産業資本の形成にともなって農村の潜在的失

業人口が吸収されはじめ，米価の漸次的昂騰の

傾向を見だ）ことは，越後の農民に北海道移住

を騰躇させる素因となった。道庁並びに殖民社

の方針は，「善良の民」の移住を求めていたので

あるが，r不良ノ民旧習キ易キモ，北海道中二厄

介者ヲ多クスルニ止ル。善良ノ民ハ財産アレ日

動キ難ク……2）」，越後からの移住1民阿附は難渋

な極めた。指導者たちの霞指す毎年2百戸の移

佳計画は実現せず，1886年17戸，1887年25戸，

1S88年25戸，1889年30戸を移住せしめたに

すぎない。

　ソて橋一溜亡き：つ後，ゴヒ赴璽殖民二譲二め代表者とな

った関矢孫左衛門は，1890年（腸23），笠顕，

三嶋とともに郷里越後に帰って，大々的な移畏

募集に．当った。この時応募して移往した潔の数

は511名，その内訳は次の如くである。この数

字は，北越殖厩社累年移住難中の最大のもので

あった。

　古志，箪島郡　人員135入，内大人82人，小

　　　　　　　　呪53人

魚沼

蒲原

人員157入，外上乗1人，内

12年以上100人，12年以下

57人

人員250ノ、，　内12年以上119

人，12年以下86人，外番外

1荏人，　番夕｝・の内12年以上13
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　　　　　　　　人，12年以下1人

　この中，蒲原組205名は町勢丸に乗込み，5

月2日新潟解禰，5月5臼小樽入港，北海道炭砿

鉄道に無賃輸送を引受けしめて，6呂午前6時

小樽発，登前に江別に到着した。さらに，古志，

三嶋，魚沼各郡からの移目団が5月10日｝こ野幌

に到着，蒲原郡は江別大驕農場において3組に．

分れて入地蒔暫し，古志組以下は1番下条，2番

広瀬，3番南魚沼，4番堀之内，5番中条の各組

に細別して，寄留地番の抽籔を行った。

　この移民募集はそれぞれの地方の名士であ

り，地主たる桂員が，その出身郡別をこ握当して

行ったものであり，諸府県からの混成で出来た

他の農場部落と比較して，北越殖民社を頂点と

する野幌の部落構成の中には；はるかに強い封

建約要素が支配していた。このことは，今次農

地改革｝こ到るまでのいわゆる「模範的」農場経

営を考察する場合に抜き’難き要因である。

　すなわち北越殖民赴は，道路や排水のみでな

く，神社や寺院を創設する場合の労働を組織統

制し，蔀落網の生活をも規翻する等，他方肖治

体の行政機関としての役割をも果していた。

　移住民と殖鼠絶との間に交された互換約定書

には，「移佐地ノ法令ヲ濃奉スルハ勿論，殖民鮭

ノ指揮二服従ン節約勉強スヘキ事」と，農場規

思及び農場の指揮命令並び1こ揚内申合規則，慣

例等を遵守すべきことが総括約に明紀されてい

る。

　移住疑申合規則の中には，次のような条項が

決あられていた。

第1条　国法富命ヲ遵奉シ萄モ門門ノ御下揮

　二背庚セナノレコ　ト。

第2条，第3条略。

第4条　冠婚葬祭ハ人倫ノ最モ重ンスヘキ礼

　儀二付親族隣祐ハ勿論村中互二戸来シテ之ヲ

　視シ又ハ会葬等スヘシ｝盤モ日工為親族ノ外
　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　●　　■　　●
　会食スヘカラス
　き　　り　　　　　き　　り　　り　　の

第5条，第6条略

第7条　貴社ノ負債ヲ完納スルモ尚ホ天災兇

　荒其他非常ノ変ナキ国保タス　故二各自収穫

　物売却代金ノ幾分ヲ貴凝ノ御指揮ヲ受ケ蓄鎖

　スル事
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第8条蓄積金ハ貴社ノ嘉節揮二依嬉庁或
　ハ銀行会社等へ預ケ置キ自盛二引出シ支払茎

　ハ致ナス　天災，兇荒，疾病其他不得止場合

　二於テ必要品ヲ弁スルノ資二充テル事但シ

　預ケ金ヲ引出スハ貴社ノ御指揮ヲ受：ノレモノト

　ス

第10条左ノ事項ハ怠ナク勤ムヘキ事

　1，　毎朝神1ム出先ヲ拝礼スル事

　1，貴人ハ勿論，開墾地帯へ南向二来ノレ人ニ

　　ハ必ス相当ノ敬礼可致事

　1，　農場或ハ往来ニチモ村中ノ人又ハ近村見

　　知りノ人へ細紐ス相当ノ敬礼可致募募

第11条　調レナク休業シ若クハ他人ヲ教唆シ

　テ休業スヘカラナル事

第三2条繍ノ利二迷ヒ農業ヲ怠り瞭芋・

　限濯帝権ニ馬決シテ他出スヘカラナル事
　ご　サ　の　リ　ロ　つ　　　　　り　　　　　ロ　　　ほ　　　リ　ロ　　

第13条　食事ハ必ス米｝雑穀ヲ等分シテ鴬食
　　　　　　　　　　■　　●　　o　　●　　■　　o　　●

　トナスヘキ事

第14条　衣類ハ綿布ヲ常｝シ絹類ヲ用フヘカ

　ラナルハ勿論，些細ノ物タリトモ摂リニ新調

　致白露事　　　　　　　　　　　　　．

第15条家屋又ハ農具等損藤アル時ハ常二修

　繕ヲ怠ラス大破二到ラサル様心掛ク可，贈品

　業ノ都三又ハ家内組ノ模様二頭身建増シ付庇

　シ等為ス活魚本鮭ノ指揮ヲ乞フ可キ事

第16条　道路，排水，川轟轟修覆ノ｝ヨ限ニハ
　　　　　リ　リ　　　　　　の　　　　サ　る　　　　　の　　　　　　ロ　き　　　

　貴社御指揮二従ヒ出燕市スヘキ事
　　　　の　　り　　る　　り　　の　　り　　の　　こ　　ゆ　　り　　り　　　　　り　　り

第17条　種子ノ選方，農業変換等ハ一粒ノ繊j
　　　　　　　　　　　o　　o　　o　　●　　●　　o　　　o　　o　　・　　●

　指揮二髄ヒ可串事
　き　　の　　の　　ロ　　リ

第綿条　左ノ事項ヲ互二禁スル事
1，

1，

1，

1，

1，

三大節，開村祝購ト錐モ大酒スルコト

金銭貸借スルコ｝

日中飲食スルコ｝

雑談遊裁ノ皆無集会スノレ事

農業時間申必要ナクシテ他家へ往来スル

　　コト

　1，午後11時過キ他家へ出入スルコト

　1，．祝擬蒙祭二誹三スシテ他家二食：スルコト

第16条　雪中就業ハ貴教ノ御指揮ヲ受ケ各自

　勉強致スヘキ事

第20条前条々ノ規則二違背スルコト1洞2

　回又ハ数厘；眼華フモノ且ソ藤業ノ軽重二因り

　其違約ノ償トシテ1罠以上10日以内ノ鶏数



ヲ限り貴社ノ命令二随ヒ，公共ノ普請機甲道

路掃除等ノ夫役二従事スル事

　形式上「移罠申合せ」となっているこの規則

は，殖民社において制定し，小越人の陸稲を得

て行われたのであって，小作人の偉から主体的

に作られたものではなかった。ましてや前述の

ような条件で入醜した小作入たちが，殖中社か

ら呈示されたこの規則呂に署名を拒否計む1来るわ

けのものではなかった。すなわち，「移民串合

せ」とは軽く単なる形式であり，これは小作農

場としての上からの統制規律であった。特に添

点を施した部分に見られるごとく，身分釣外画

と日常生活の諸制限とが細目に渉って取決めら

れている外に，労働の種類と経営方式とが，す

べて殖罠祉の経済的墓盤が損われない方向1こ差

し輝けられている。

　1）　r本年ハ夏中降雨工不狗秋疇打続キ稲作

　　嵩来方宜敷，蚕糸高価に廓突ヘバ，人気温静，

　　手甲募集ニモ些力不向二御座候」

　　　一州矢川左徳門より道庁湯地理事官へ

　　　の書簡，1889年一一
　2）　　閃矢孫左結郷戸『i「⇒ヒ彼≡日乗」，　1889年5月

　　23臼

　3）1889年，憲法発布式の際，和園倉門附近

　　で輸禍に遇い不慮の死を遂げた。

　の　独立四民のことを指しているものと推定

　　される

5五小作契約
　　移管と北越殖筏社との闘に取決められた契約

は，普通移民契約と独立移属契約との二種があ

った。前者によれば，渡凱費，小屋掛り，農県

費2），20ケ月闘の半田；Dを支給し，その半額を

　3ケ年据置10ケ年賦で返許し，1◎ク年聞に1

戸分5町歩を開墾した港にはその半分を野与す

　る。後1者は自費で渡離開墾する者に対する契約

で，区劃の王0分の9を与え，10分の1は義務

地として鰍下明け後に小作料を徴1集する4）Ω前

者には信濃川流域の蒲原諸郡と魚沼郡の小貧農

100戸余が参加し，後期には没落難主，士族の

2，3男及びより多くの土地所有を夢みた中農が

参加したが，その数は10戸に過ぎなかった。

’　瀾墾小作の形態は，開拓の初期には一般約に

行はれていた。この場合，開墾料その他として

　支給されるものは，小作人の労働に舛して支払

はれる賃銀の～形態と見倣すこと演できる。す

　なわち，鍬下期間中，小作人は自己の労働力以

外には栂等地主に提供することはない。労働力

稀少なる場含に，開墾のために高い賃金を支払

うよりは，開墾小作の形がとられたのである。

従来国が直接移民保護に当ってきたものを，民

聞資本が肩代りするに当ってこの方式をとった

のであり，それを媒介として生成した小作農場

制の中に，原野過程の申で出てきた窮乏農民と

「資本」との結合の跡を見ることができる。斯様

にして北海道における小作ll｝il六農場には，普通

小作時代に先行する開墾小作詩代が存在したの

である。

　しかし，他の農場においては，開墾小作規定

の中に普通小作の諸条1牛が繊込まれているので

あるが，少くとも開墾初期の北越殖民鮭の規定

の中には普通小作の言者条件は捌く見られない。

尤も北越殖眠赴のこの2契約も，「北海道国有

未闘辿処分法」設定の後，本道への移住者急増

に際し，1897年3月，入節菰の地域封覇限とと

もに廃止されて，1反歩につき2円50銭ないし

3円の上蓋料を支払うことになった軌、

　1）　31琶i×5馨罰のオ＝畳屋，1887勾三∫ジ、亨菱をま笹ノ」、屋0

　2）北越殖民社から支給されたものは’唐鍬’

　　天ヨ三子鋸，錆，由刀，山鎌，刃鎌，平幕，

　　ヤスリ，箕，紐通し，その脚数戸毎に才島回

　　と血肉。昏人が闘元から持参したものは，

　　密林に当議して役に立たなかった。

　3）　大人1薄7合5勺，60歳以上及び14歳

　　以下7歳迄はその2分の1，7歳以下3歳

　　下迄2合5勺の割で米麦折半。毎戸に逓桜

　　を渡し，遍1回駅前の倉庫へ各組別にカマ

　　スを背負って受領に行った。時に晦京米，

　　小豆等を代田したこともある。味喀は笠原

　　丈平の凝営する醸造所（篠路村）から支給。

　4）　独立移民契約をま次の通り0

　　1，　．向フ5年間膚己引受」泡ヲβ弩墾成功スベご

　　　シ，若其期限二部り成墾セザルトキハ未

　　　墾地ヲ社二取旋スベシ。

　　1，　引受紐革墾ノ上平，嬢民；社二於テ該貸

　　　下地ノ附与ヲ憂ケタルトキ其ノ10分ノ

　　　1ヲ会社ノ所有ト為シ，10分ノ9ヲ菓ノ

　　　贋有ト為ス。

　　1，慾条開墾地ハ之ヲノ1・作シ4年隅漁り毎

　　　年小作料，大豆，小豆，少麦ノ現品ヲ祉

　　　工納ムベシ（、

　5）　大正年度になると，陽墾料：支払剃度をや

　　め，一門の鍬下の後3分の1を分物するな
　　ど，小作人にとっての跨坐はよ弓悪化した。

　　　　　　　　　　　　　　　（以下款号）

？3


